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博
物
館
に
お
け
る
興
行

　
　
―
歴
史
展
の
現
在
―

杉
山
哲
司

　
　
　

は
じ
め
に

　

現
在
の
日
本
は
、
超
高
齢
化
社
会
や
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
博
物
館
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
多
言
語
化
の
対
応
な

ど
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
満
足
す
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
多
様
化
す
る
社
会
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
た
が
、
現
在
の

博
物
館
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
予
算
・
人
員
の
確
保
が
難
し
く
、

事
業
の
縮
小
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
人
々
に

と
っ
て
親
し
み
や
す
く
身
近
な
存
在
と
し
て
、
博
物
館
の
社
会
的
意
義
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
博
物
館
の
利
用
頻
度
は
、
美
術
館
や
科
学
館
に
比
べ
る
と
、

施
設
数
の
割
に
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る（

（
（

。
こ
の
問
題
に
は
、
ど
の
よ
う
な

背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
近
年
に
お
け
る
特
別
展
の
入
館

者
数
の
動
向
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
博
物
館
の
歴
史
展
に
つ
い
て
考
察

を
進
め
た
い
。
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一
、
博
物
館
の
機
能
と
使
命

　

博
物
館
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
四
つ
の
機
能
に
分
類
さ
れ
、「
資
料
の
収
集
・
保
管
」・「
調
査
研
究
」・

「
資
料
の
展
示
」・「
教
育
普
及
」
で
あ
る
。
博
物
館
は
、
社
会
的
な
学
術
・

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
役
割
が
当
初
強
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

加
藤
有
次
氏
は
、
現
代
に
お
け
る
博
物
館
機
能
と
し
て
、「
大
衆
が
必

要
と
す
る
博
物
館
と
い
う
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
、
大
衆
と
の
相
関
性
を

も
っ
て
博
物
館
の
機
能
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（
（

。」

と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
展
示
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
普
及
活
動
が
重

要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。つ
ま
り
、博
物
館
の
存
在
意
義
を
示
す
に
は
、

博
物
館
の
顔
で
あ
る
展
示
の
重
要
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

博
物
館
に
お
け
る
展
示
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
分
類
さ
れ
る
が（

（
（

、
こ
こ
で
は

①
常
設
展
②
特
別
展
（
企
画
展
を
含
む
）
の
二
つ
に
分
け
た
い
。
①
の
常

設
展
は
、
公
立
博
物
館
に
お
い
て
は
各
フ
ィ
ー
ル
ド
の
歴
史
・
考
古
・
民

俗
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
各
館
の
理
念
や
目

的
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
展
示
で
あ
る
。
と
り
わ
け
博
物
館
の
顔
と
な

る
部
分
で
あ
り
、
常
設
展
に
よ
っ
て
博
物
館
す
べ
て
の
活
動
を
評
価
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
人
文
系
・
科
学
系
博
物
館
は
、
大
型
模
型
な
ど
の
展
示

を
行
う
た
め
、
融
通
が
利
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
来
館
者
の
な
か
で
は
一

度
行
け
ば
満
足
と
言
う
意
見
が
多
い
こ
と
か
ら
、
目
安
と
し
て
は
十
年
程

度
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
理
想
的
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
江
戸
東
京
博

物
館
の
常
設
展
で
は
、
江
戸
ゾ
ー
ン
と
東
京
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
実
物
大

で
復
元
し
た
日
本
橋
な
ど
大
型
の
模
型
と
と
も
に
実
物
の
資
料
を
展
示
し

て
い
る
。
実
物
の
資
料
に
関
し
て
は
、
各
ゾ
ー
ン
月
一
回
の
展
示
替
え
を

行
っ
て
お
り
、
資
料
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
来
館
者
が
何
度
来
て
も
楽
し

め
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

②
の
特
別
展
は
、
常
に
同
じ
形
の
常
設
展
に
比
べ
る
と
、
流
動
的
で
あ

る
。
特
別
展
は
、
細
か
く
分
け
れ
ば
、
Ⅰ
博
物
館
単
独
に
よ
る
展
覧
会
、

Ⅱ
共
催
に
よ
る
展
覧
会
、
Ⅲ
巡
回
展
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
展
覧
会
の
運

営
が
少
々
違
う
が
、
学
芸
員
の
研
究
成
果
の
場
で
あ
り
、
博
物
館
を
広
報

す
る
意
味
で
も
博
物
館
の
メ
イ
ン
事
業
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
年
に
四

～
五
回
行
わ
れ
、
内
容
は
お
正
月
や
お
花
見
、
雛
祭
り
と
い
っ
た
季
節
感

の
あ
る
も
の
か
ら
、
生
誕
や
没
後
の
記
念
に
関
係
あ
る
人
物
や
出
来
事
な

ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
普
段
は
来
館
し
な
い

方
で
も
、
興
味
あ
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
展
覧
会
を
見
に
来
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
特
別
展
は
、
来
館
者
の
興
味
を
ひ
く
魅
力
あ
る
展
覧
会
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
博
物
館
の
評
価
に
直
結
し
や
す
い
。
質
の
高
い
展
示
を
行
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
展
示
内
容
が
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
の
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か
、
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
博
物
館
に
対
す
る
評
価
だ

け
で
な
く
、
そ
の
学
芸
員
へ
の
評
価
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
評
価
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
必
要
で
は
あ
る
が
、

そ
の
一
つ
と
し
て
、展
覧
会
の
入
館
者
数
は
目
安
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
現
在
の
特
別
展
に
お
け
る
来
館
者
の
動
向
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　

二
、
入
館
者
数
に
見
る
歴
史
展
の
現
状

　

博
物
館
の
展
示
の
な
か
で
も
特
別
展
は
、
と
り
わ
け
研
究
成
果
の
延
長

線
上
に
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
を
意
識
す
る
あ
ま
り
多
く
の
博
物
館
は
、

特
に
入
館
者
数
を
意
識
す
る
館
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
各
館
の
設
立
理

念
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
基
に
展
覧
会
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
博
物
館
の
評
価

＝
入
館
者
数
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、
数
値
で
出
る
た
め
明
確
に
評

価
が
で
き
る
。
表
１
は
、
過
去
五
年
間
の
展
覧
会
の
入
館
者
数
ラ
ン
キ
ン

グ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
目
に
付
く
の
は
、外
国
関
係
の
展
覧
会
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。ル
ー

ヴ
ル
美
術
館
や
大
英
博
物
館
な
ど
は
、
観
光
と
し
て
訪
れ
る
こ
と
も
多
い

人
気
の
博
物
館
で
あ
る
。
容
易
に
は
行
け
な
い
た
め
、
希
少
性
の
高
い
展

覧
会
ほ
ど
人
気
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
日
本
人
は
、
強
い
外
国
志
向

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。ラ
ン
キ
ン
グ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
や
モ
ネ
と
い
っ
た
有
名
な
画
家
の
作
品
が
来
日
し
、「
日
本

初
公
開
」
の
作
品
が
展
示
さ
れ
れ
ば
、
来
館
者
は
お
の
ず
と
増
え
る
こ
と

が
わ
か
る
。
展
覧
会
を
構
成
す
る
上
で
、
目
玉
の
作
品
が
な
け
れ
ば
来
館

者
は
増
え
な
い
。「
初
公
開
」
や
「
著
名
な
作
品
」
を
出
す
こ
と
は
、
入

館
者
を
増
や
す
こ
と
に
直
結
す
る
の
で
あ
る
。

　

会
場
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
東
京
の
博
物
館
・
美
術
館
で
、
と
り
わ

け
美
術
館
が
多
い
。
ま
た
、
上
野
と
六
本
木
と
い
う
文
化
施
設
が
密
集
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
入
っ
て
い
る
。
上
野
は
、
東
京
国
立
博
物
館
を
中
心
に

文
化
施
設
が
発
展
し
て
お
り
、
日
本
の
文
化
施
設
の
中
心
と
言
え
る
。
近

年
で
は
、
東
京
都
美
術
館
で
行
わ
れ
た
伊
藤
若
冲
の
作
品
を
集
め
た
「
生

誕
三
百
年
記
念　

若
冲
展
」
は
、
会
期
が
一
カ
月
ほ
ど
で
は
あ
っ
た
が
、

数
時
間
待
ち
と
い
う
驚
異
的
な
行
列
を
作
り
、
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。一
方
で
六
本
木
は
、近
年
に
な
っ
て
文
化
施
設
ゾ
ー

ン
と
し
て
急
速
に
成
長
し
て
き
た
エ
リ
ア
で
、
特
に
洋
物
の
展
覧
会
が
強

い
傾
向
に
あ
る
。
展
覧
会
の
入
場
者
を
取
り
込
む
た
め
に
は
、
人
が
集
ま

り
、広
報
を
大
々
的
に
打
ち
出
せ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
展
覧
会
で
、
数
十
万
人
の
来
館
者
を
呼
び
込
む

た
め
に
は
、
開
催
館
の
力
だ
け
で
は
難
し
い
。
企
画
を
は
じ
め
、
借
用
交

渉
や
広
報
、
図
録
の
作
成
な
ど
、
多
く
の
作
業
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。表
１
に
あ
る
入
館
者
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
の
ほ
と
ん
ど
が
、博
物
館
・
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表１　過去５年間の展覧会入場者数ランキング
2016 2015 2014 2013 2012

1

展覧会名 ルノワール展 マルモッタン・モネ美術
館所蔵モネ展

オルセー美術館展
印象派の誕生－描くこと
の自由－

ツタンカーメン展
～黄金の秘宝と少年王の
真実～

ツタンカーメン展
～黄金の秘宝と少年王の
真実～

会期 4/27～8/22（計104日） 9/19～12/13（計75日） 7/9～10/20（計92日） 8/4～2013/1/20（計150
日） 3/17～7/16（計122日）

会場 国立新美術館 東京都美術館 国立新美術館 上野の森美術館 大阪天保山特設ギャラリー
入場者数 678,639 763,512 710,038 1,152,995 933,130
1日平均 6,525 10,180 7,718 7,687 7,649

2

展覧会名 始皇帝と大兵馬俑
ルーヴル美術館展 日常を
描く
風俗画にみるヨーロッパ
絵画の真髄

台北　國立故宮博物院－
神品至宝－

深海－挑戦の歩みと驚異
の生きものたち

マウリッツハイス美術館
展

会期 2015/10/27～2/21（計94
日） 2/21～6/1（計89日） 6/24～9/15（計78日） 7/6～10/6（計86日） 6/30～9/17（計71日）

会場 東京国立博物館 国立新美術館 東京国立博物館 国立科学博物館 東京都美術館
入場者数 483,809 662,491 402,241 593,129 758,266
1日平均 5,147 7,444 5,157 6,897 10,680

3

展覧会名 生誕300年記念　若冲展
チームラボ　踊る！アー
ト展と、学ぶ！未来の遊
園地

日本国宝展 ラファエロ ボストン美術館　日本美
術の至宝

会期 4/22～5/24（計31日） 2014/11/29～5/10（計
137日） 10/15～12/7（計47日） 3/2～6/2（計82日） 3/20～6/10（計73日）

会場 東京都美術館 日本科学未来館 東京国立博物館 国立西洋美術館 東京国立博物館
入場者数 446,242 465,995 386,708 505,246 540,382
1日平均 14,395 3,401 8,228 6,162 7,402

4

展覧会名 カラヴァッジョ展
ルーヴル美術館展 日常を
描く－風俗画にみるヨー
ロッパ絵画の真髄

特別展「大恐竜展－ゴビ
砂漠の驚異」

会田誠展：天才でごめん
なさい ONE PIECE展

会期 3/1～6/12（計92日） 6/16～9/27（計92日） 2013/10/26～2014/2/3
（計102日）

2012/11/17～2013/3/31
（計135日） 3/20～6/17（計90日）

会場 国立西洋美術館 京都市美術館 国立科学博物館 森美術館 森アーツセンターギャラリー
入場者数 394,006 450,025 352,414 488,951 513,136
1日平均 4,326 4,892 3,455 3,622 5,702

5

展覧会名 ダリ展 シンプルなかたち展：美
はどこからくるのか

京（みやこ）へのいざな
い

LOVE展：アートにみる
愛のかたちーシャガール
から草間彌生、初音ミク
まで

インカ帝国展

会期 9/14～12/12（計78日） 4/25～7/5（計72日） 9/13～11/16（計56日） 4/26～9/1（計129日） 3/10～6/24（計95日）
会場 国立新美術館 森美術館 京都国立博物館 森美術館 国立科学博物館

入場者数 388,557 360,902 331,058 429,514 456,484
1日平均 5,082 5,013 5,912 3,494 4,805

6

展覧会名 ゴッホとゴーギャン展 マグリット展
モネ、風景をみる眼
－19世紀フランス風景画
の革新

プーシキン美術館展
フランス絵画300年 ベルリン国立美術館

会期 10/8～12/18（計62日） 3/25～6/29（計86日） 2013/12/7～2014/3/9（計
77日） 7/6～9/16（計65日） 6/13～9/17（計85日）

会場 東京都美術館 国立新美術館 国立西洋美術館 横浜美術館 国立西洋美術館
入場者数 391,721 338,478 313,737 337,240 405,016
1日平均 6,318 3,936 4,075 5,188 4,765

7

展覧会名 スタジオ設立30周年記念 
ピクサー展 特別展「生命の大躍進」

光の賛歌 印象派展
パリ、セーヌ、ノルマン
ディの水辺をたどる旅

ルーヴル美術館展
－地中海四千年のものが
たり

大エルミタージュ美術館
展

会期 3/5～5/29（計76日） 7/7～10/4（計86日） 3/11～5/11（計55日） 7/20～9/23（計57日） 4/25～7/16（計73日）
会場 東京都現代美術館 国立科学博物館 京都府京都文化博物館 東京都美術館 国立新美術館

入場者数 329,427 335,697 310,219 291,531 394,732
1日平均 4,335 3,903 5,640 5,115 5,407

8

展覧会名 村上隆の五百羅漢図展
"琳派誕生四〇〇年記念 
特別展覧会
琳派 京を彩る"

チューリッヒ美術館展
－印象派からシュルレア
リスムまで

ターナー展 ゴヤ　光と影

会期 10/31～2016/3/6（計128
日） 10/10～11/23（計39日） 9/25～12/15（計72日） 10/8～12/18（計63日） 2011/10/22～2012/1/29

（計82日）
会場 森美術館 京都国立博物館 国立新美術館 東京都美術館 国立西洋美術館

入場者数 315,271 327,925 300,086 290,780 343,315
1日平均 2,463 8,408 4,184 4,616 4,187

9

展覧会名 ボッティチェリ展
大英博物館展
100のモノが語る世界の
歴史

アンディ・ウォーホル展：
永遠の15分 エル・グレコ展 セザンヌ－パリとプロ

ヴァンス

会期 1/16～4/3（計69日） 4/18～6/28（計62日） 2/1～5/6（計95日） 1/19～4/7（計68日） 3/28～6/11（計67日）
会場 東京都美術館 東京都美術館 森美術館 東京都美術館 国立新美術館

入場者数 304,686 300,436 278,249 285,765 307,480
1日平均 4,416 4,846 2,929 4,202 4,589

10

展覧会名 マルモッタン・モネ美術
館所蔵 モネ展 特別展「大アマゾン展」 天皇皇后両陛下傘寿祈年

 第66回 正倉院展

ミュシャ財団秘蔵　ミュ
シャ展
パリの夢　モラヴィアの
祈り

館長 庵野秀明 特撮博物
館 
ミニチュアで見る昭和平
成の技

会期 3/1～5/8（計61日） 3/14～6/14（計83日） 10/24～11/12（計20日） 3/9～5/19（計71日） 7/6～10/8（計86日）

会場 京都市美術館 国立科学博物館 奈良国立博物館 森アーツセンターギャラ
リー 東京都現代美術館

入場者数 302,312 270,518 269,348 283,474 291,575
1日平均 4,956 3,259 13,647 3,993 3,390

『美術の窓』生活の友社の各年展覧会入場者数ランキングをもとに作成。
2015年以降は美術展のみの集計となっている。
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ら
構
成
を
す
る
。
そ
の
中
で
目
玉
作
品
の
多
く
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
指
定
品
に
つ

い
て
、
文
化
庁
は
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
文
化
庁
長
官
裁
定
で
、「
国

宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
に
関
す
る
取
扱
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
各

都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
教
育
長
宛
に
通
知
さ
れ
た
。
そ
の
な

か
で
、
展
示
期
間
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
公
開
は
「
年
間
二
回
以
内
」、

公
開
日
数
は
「
延
べ
六
〇
日
以
内
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、

取
扱
要
項
の
冒
頭
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美

術
工
芸
品
等
。
以
下
「
重
要
文
化
財
等
」
と
い
う
。）
の
公
開
は
、
国
民

が
文
化
財
に
親
し
む
機
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
積
極
的
に
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
文
化
財
は
材
質
が
ぜ
い
弱
な
も
の
が
多
い

た
め
、
公
開
に
よ
っ
て
貴
重
な
文
化
遺
産
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
保
存
に
つ
い
て
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（
（

。」
国
宝
・

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
中
で
、材
質
が
脆
弱
な
絵
画
や
工
芸
品
、

取
扱
い
が
難
し
い
彫
刻
な
ど
の
割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
公
開
の
制
限
が

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る（

（
（

。

　

表
１
を
見
る
と
、
上
位
に
入
っ
て
い
る
展
覧
会
の
会
期
は
、
八
〇
日
～

一
〇
〇
日
と
長
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
常
の
歴
史
展
の
会
期
は
五
〇
日

前
後
と
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
は
通
期
で
の
展
示

が
困
難
で
、
半
期
が
限
界
で
あ
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
歴
史
展
の
場
合
、

美
術
館
と
共
に
マ
ス
コ
ミ
関
係
が
主
催
に
入
っ
て
い
る
。
博
物
館
で
広
報

を
す
る
場
合
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
が
主
流
で
、
近
年

で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
方
法
は

限
界
が
あ
り
、広
く
周
知
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。そ
の
た
め
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
が
入
る
こ
と
で
、鉄
道
の
駅
な
ど
へ
の
広
告
は
も
ち
ろ
ん
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
強
化
さ
れ
、
来

館
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
マ
ス
コ
ミ
関
係
と
の
共
催
は
大
規
模
な
展

覧
会
を
行
う
上
で
は
、
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、表
１
か
ら
見
ら
れ
る
展
覧
会
の
大
半
は
、美
術
展（

（
（

に
限
ら
れ
、

歴
史
展（

（
（

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
展
覧
会
は
、
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
会
場
を

見
て
み
て
も
、
国
立
新
美
術
館
や
国
立
西
洋
美
術
館
な
ど
大
き
な
美
術
館

が
大
半
を
占
め
、
歴
史
系
博
物
館
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
上

位
一
〇
位
に
は
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
二
〇
一
五
年
に
江

戸
東
京
博
物
館
で
行
わ
れ
た「
徳
川
家
康
没
後
四
〇
〇
年
記
念
特
別
展「
大

関
ヶ
原
展
」」
は
歴
史
展
の
な
か
で
も
多
く
の
来
館
者
を
集
め
た
。

　

し
か
し
、
表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
入
館
者
数
で
美
術
展
と
歴
史

展
に
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
要
因
は
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
二
つ
取
り
上
げ
た
い（

（
（

。
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
資
料
管
理
の
規
定
で
あ

る
。
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
に
す
る
た
め
に
歴
史
展
で
は
、
古
文
書
だ
け

で
は
成
り
立
た
ず
、
美
術
工
芸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
織
り
交
ぜ
な
が
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収
益
の
問
題
や
単
館
で
は
展
覧
会
を
構
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
巡

回
展
に
な
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
例
に
挙
げ
た
「
大
関
ヶ
原
」
展
は
、

江
戸
東
京
博
物
館
に
加
え
、
京
都
文
化
博
物
館
と
福
岡
市
博
物
館
に
も
巡

回
を
行
っ
て
い
る
。
巡
回
展
は
、
各
会
場
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
作
品

リ
ス
ト
が
構
成
さ
れ
る
た
め
、
目
玉
と
な
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
作
品

は
、
全
会
場
で
展
示
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
入
館
者
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
な
い
背
景
の
一
因
に
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
制
限
に
よ
る

会
期
・
巡
回
の
事
情
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
目
玉
作
品
が
常
に
展
示
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
来
館
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
不
満
で
あ
る
。

し
か
し
、
文
化
財
を
後
世
に
遺
す
た
め
に
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

も
う
一
つ
に
は
、
一
般
の
方
の
博
物
館
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
博
物
館
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ

る
が
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
、「
暗
い
」・「
閉
鎖
的
」・「
敷
居
が
高
い
」

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
多
い（

（
（

。
ま
た
博
物
館
は
、
日
常
的
に

通
う
場
、
あ
る
い
は
余
暇
に
気
軽
に
訪
れ
る
場
と
し
て
は
選
択
さ
れ
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
さ
ら
に
館
の
特
性
と
し
て
、
美
術
館
は
作
品

と
鑑
賞
者
が
向
き
合
う
こ
と
を
主
に
設
定
さ
れ
、
資
料
そ
の
も
の
の
「
美

し
さ
」
の
み
を
提
示
し
て
い
る（

（1
（

。
一
方
で
博
物
館
は
、
説
示
型
展
示
で
、

資
料
を
通
し
て
歴
史
的
情
報
を
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
提

示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る（

（1
（

。
特
に
歴
史
系
博
物
館
は
、
単
純
に
作
品
を

楽
し
む
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
背
景
を
前
提
に
展
示
を
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
一
般
の
方
に
は
わ
か
り
づ
ら
く
、「
敷
居
が
高
い
」
と
思
わ
れ
て

し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
歴
史
展
は
入
館
者
ラ
ン

キ
ン
グ
の
上
位
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
興
行
と
し
て
の
歴
史
展

　
「
入
館
者
数
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
近
年
に
お
け
る
歴
史

展
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
展
示
は
刀
剣
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
リ
リ
ー
ス
さ

れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
き
っ
か
け
に
、
若
い
女
性
の
人
気
を
博
し
、

展
覧
会
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
実
際
の
刀
剣
を
博
物
館
や
神
社

な
ど
に
見
に
来
る
女
性
た
ち
を
「
刀
剣
女
子
」
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
。

そ
れ
以
前
は
、
博
物
館
で
若
い
女
性
の
グ
ル
ー
プ
を
見
か
け
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
当
た
り
前
の
光
景
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
刀

剣
の
展
示
、
特
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
刀
剣
を
展
示
す
れ
ば
、
若
い

女
性
を
中
心
に
多
く
の
来
館
者
が
集
ま
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
や
撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で

あ
る
。
一
見
す
る
と
、
擬
人
化
さ
れ
た
刀
剣
と
、
実
際
の
刀
で
は
全
く
別

物
の
よ
う
だ
が
、
博
物
館
な
ど
で
刀
剣
を
見
る
こ
と
は
、
別
次
元
の
キ
ャ
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ラ
マ
展
か
ら
歴
史
展
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
い
。大
河
ド
ラ
マ
展
は
、

歴
史
展
と
し
て
老
若
男
女
か
ら
毎
年
注
目
を
浴
び
て
い
る
展
覧
会
で
あ

る
。
表
２
は
、
歴
代
の
大
河
ド
ラ
マ
展
一
覧
で
あ
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
展
の
最
初
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
放
映
さ
れ
た

「
翔
ぶ
が
如
く
」の
展
覧
会
で
あ
る
。初
期
は
デ
パ
ー
ト
の
催
事
場
で
行
い
、

撮
影
時
の
セ
ッ
ト
や
衣
装
な
ど
と
い
っ
た
も
の
を
展
示
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
の

展
覧
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
成
七
年
以
降
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
開

催
地
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
地
域
と
入
館
者
が
見
込
め
る
東
京

な
ど
の
都
市
部
に
位
置
す
る
博
物
館
が
候
補
と
な
る
。
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
た
め
、
普
段
は
博
物
館
を
訪
れ
な
い
が
、
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
と
い
う
こ

と
で
展
覧
会
を
見
に
来
る
方
も
多
く
、人
気
の
展
覧
会
の
一
つ
と
言
え
る
。

　

展
覧
会
の
内
容
を
具
体
的
に
示
す
た
め
、
筆
者
が
担
当
し
た
二
〇
一
七

年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん
な
城
主
直
虎
」
特
別
展
「
戦
国
！
井
伊
直

虎
か
ら
直
政
へ
」
を
例
に
述
べ
て
い
き
た
い
。
本
展
覧
会
は
、
二
〇
一
七

年
の
大
河
ド
ラ
マ
が
「
お
ん
な
城
主
直
虎
」
に
決
ま
っ
て
か
ら
、
展
覧
会

の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
大
規
模
な
展
覧
会
は
二
～
三

年
か
け
て
構
成
す
る
が
、
ド
ラ
マ
の
内
容
が
決
ま
っ
て
か
ら
始
動
す
る
た

め
、
実
質
一
年
ほ
ど
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
毎
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
巡
回
館
の
学
芸
員
が
集
ま
っ
て
企
画
会
議
を
行
い
、
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
な
ど
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
た
。
出
品
交
渉
で
は
、
ブ
ッ
キ
ン

ラ
ク
タ
ー
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
展
覧
会
は
、

歴
史
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
て
も
ら
え
る
と
共
に
、
そ
の
重
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
若
い
女
性
が
博
物
館
に
訪
れ

る
こ
と
も
増
え
て
き
た
よ
う
で
、
博
物
館
側
も
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
よ
う
と
し
て
い
る
。し
か
し
、刀
剣
に
限
っ
て
言
え
ば
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
な
っ
た
刀
剣
に
は
若
い
女
性
が
行
列
す
る
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
を
展
示
す
る
と
、
来
館
者
は
大
幅
に
減
少
し
て
し
ま
う
。

依
然
と
し
て
、
継
続
的
に
来
館
者
を
取
り
込
む
た
め
に
は
、
十
分
な
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
恒
常
的
に
博
物
館

に
来
館
し
て
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
学
芸
員
は
「
興
行
」
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
世
の
中
の
動
向
や
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら

歴
史
展
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
展
覧
会
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
れ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
も
取
り
上
げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
博

物
館
の
広
報
に
直
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

四
、
歴
史
展
の
実
状
―
大
河
ド
ラ
マ
展
―

　
「
興
行
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
歴
史
展
と
し
て
、
近
年
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
展
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
大
河
ド
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表２　大河ドラマ展一覧
実施年 展覧会名 会場 会期

平成29年（2017） 「戦国！井伊直虎から直政へ」展
江戸東京博物館 ７月４日～８月６日
静岡県立美術館 ８月14日～10月12日
彦根城博物館 10月21日～11月28日

平成28年（2016） 「真田丸」展
江戸東京博物館 ４月29日～６月19日
上田市立美術館 ７月２日～８月21日
大阪歴史博物館 ９月17日～11月６日

平成27年（2015） 「花燃ゆ」展
山口県立萩美術館・浦上記念館 ４月18日～５月24日

江戸東京博物館 ６月４日～７月20日
アーツ前橋 ８月１日～９月６日

平成26年（2014） 「軍師官兵衛」展
兵庫県立歴史博物館 ３月21日～５月６日

江戸東京博物館 ５月27日～７月13日
福岡市博物館 ７月26日～９月21日

平成25年（2013） ｢八重の桜｣ 展
江戸東京博物館 ３月12日～５月６日
福島県立博物館 ５月17日～７月３日
京都文化博物館 ７月13日～９月１日

平成24年（2012） 「平清盛」展

江戸東京博物館 １月２日～２月５日
神戸市立博物館 ２月25日～４月８日
広島県立美術館 ４月21日～６月３日
京都文化博物館 ６月16日～７月17日

平成23年（2011） 「江～姫たちの戦国～」展
江戸東京博物館 １月２日～２月20日
福井県立美術館 ４月22日～５月29日

長浜市長浜城歴史博物館 ７月23日～８月31日

平成22年（2010） 「龍馬伝」展

江戸東京博物館 ４月27日～６月６日
京都文化博物館 ６月19日～７月19日

高知県立歴史民俗資料館 ７月31日～８月31日
長崎歴史文化博物館 10月２日～11月３日

平成21年（2009） 「天地人－直江兼続とその時代」展 サントリー美術館 ５月30日～７月12日
新潟県立歴史博物館 ７月25日～９月６日

平成20年（2008） 「天璋院篤姫」展
江戸東京博物館 ２月19日～４月６日
大阪歴史博物館 ４月19日～６月１日
鹿児島・黎明館 ９月６日～10月17日

平成19年（2007） 「風林火山」展
山梨県立博物館 ４月６日～６月20日

新潟県立歴史博物館 ８月12日～10月８日
大阪歴史博物館 10月20日～12月３日

平成18年（2006） 「山内一豊とその妻」展
江戸東京博物館 12月23日～2006年２月５日
静岡県立美術館 ４月15日～５月28日
高知県立文学館 ７月15日～８月31日

平成17年（2005） 「義経」展
千葉市美術館 ４月５日～５月15日

兵庫県立歴史博物館 ５月28日～７月10日
岩手県立博物館 ７月23日～９月４日

平成16年（2004） 「新選組！」展 江戸東京博物館 ４月３日～５月23日
京都文化博物館 ６月５日～７月19日

平成15年（2003） 「武人画家と剣豪の世界」展 江戸東京博物館 ４月11日～５月25日
岡山県立美術館 ６月24日～７月27日

平成14年（2002） 「加賀百万石物語」展
江戸東京博物館 ４月23日～６月２日
松坂屋美術館 ７月27日～８月14日

石川県立美術館 ９月14日～10月27日

平成13年（2001） 「北条時宗」展

江戸東京博物館 ４月10日～５月27日
京都文化博物館 ６月19日～７月22日

広島県立歴史博物館 ７月31日～９月９日
福岡市博物館 11月３日～12月９日

平成12年（2000） 「葵～徳川三代～」展

江戸東京博物館 ４月29日～６月11日
静岡アートギャラリー ６月27日～７月23日

徳川美術館 ７月29日～９月17日
和歌山県立博物館 ９月30日～11月５日

徳川博物館 11月14日～12月17日

平成11年（1999） 「元禄繚乱」展
江戸東京博物館 １月26日～３月22日

岡崎市美術博物館 ４月３日～５月９日
兵庫県立歴史博物館 ９月23日～11月７日

平成10年（1998） 「徳川慶喜」展

三越美術館（新宿） １月31日～２月15日
京都高島屋 ４月２日～４月14日
福岡三越 ４月18日～５月５日

茨城県立歴史館 ５月16日～６月28日
静岡アートギャラリー 11月10日～11月29日

平成９年（1997） 「毛利元就」展 その時代と至宝

東京都美術館 ２月８日～３月30日
広島県立美術館 ４月８日～５月11日
名古屋市博物館 ６月28日～７月27日

山口県立萩美術館・浦上記念館 ８月８日～９月15日

平成８年（1996） 「黄金と侘び「秀吉」」展
大阪市立博物館 ４月23日～５月26日

サントリー美術館 ６月４日～７月14日
名古屋市博物館 ９月14日～10月13日

平成７年（1995） 「将軍吉宗」とその時代展 サントリー美術館 ８月５日～９月10日
和歌山市立博物館 ９月22日～10月29日

平成５年（1993） 「炎立つ」中尊寺黄金秘宝展

仙台市博物館 ８月28日～10月３日
福岡市博物館 10月14日～11月14日

サントリー美術館 11月23日～12月26日
岩手県立博物館 １月14日～２月13日

平成２年（1990） 「日本の黎明」翔ぶが如く展

天神岩田屋（福岡市） ５月２日～５月７日
小倉市筒屋（北九州市） ５月17日～５月22日
宮崎山形屋（宮崎市） ５月30日～６月４日

名鉄百貨店（名古屋市） ６月８日～５月13日
なんば高島屋（大阪市） ６月21日～５月26日

天満屋（岡山市） ６月29日～７月４日
ＮＨＫプラザ ７月11日～７月18日

鶴屋百貨店（熊本市） ７月21日～７月30日
鹿児島・黎明館 ８月２日～８月12日
高島屋（横浜市） ８月16日～８月28日
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の
次
代
で
あ
る
井
伊
直
政
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
。
直
政
は
、
後
世
に
は

「
徳
川
四
天
王
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
徳
川
家
康
の
家
臣
と
し
て
活
躍
し

た
人
物
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
直
政
が
仕
え
た
徳
川
家
康
や
他
の
四
天

王
ゆ
か
り
の
作
品
を
中
心
に
展
示
を
し
た
。
そ
し
て
第
四
章
で
は
、
直
政

の
活
躍
を
紹
介
し
、「
井
伊
の
赤
備
え
」
や
彦
根
藩
創
設
へ
と
至
る
歴
史

を
展
観
す
る
内
容
で
結
び
と
し
た
。
つ
ま
り
、
ド
ラ
マ
で
は
、
直
虎
の
一

生
を
描
く
が
、
展
覧
会
で
は
井
伊
氏
の
周
辺
と
直
虎
没
後
の
時
代
ま
で
含

め
た
の
で
あ
る
。

　

資
料
と
し
て
は
、
大
河
ド
ラ
マ
展
な
ら
で
は
の
目
玉
を
展
示
し
た
。
例

え
ば
、
井
伊
直
親
が
奉
納
し
た
と
さ
れ
る
「
青
葉
の
笛
」（
寺
野
六
所
神

社
所
蔵
）
は
、
今
回
の
展
覧
会
で
初
め
て
神
社
外
初
公
開
と
な
っ
た
も
の

だ
。
ド
ラ
マ
で
も
再
三
登
場
し
、
印
象
に
残
っ
た
方
も
多
い
と
思
う
。
そ

の
他
に
も
、
龍
潭
寺
の
僧
侶
た
ち
や
井
伊
谷
徳
政
な
ど
、
ド
ラ
マ
で
登
場

し
た
人
物
や
出
来
事
も
な
る
べ
く
展
示
を
し
た
。
東
京
会
場
の
目
玉
作
品

と
し
て
は
、
本
多
忠
勝
の
具
足
で
あ
る
。
そ
の
周
辺
に
は
、
徳
川
四
天
王

の
肖
像
画
を
は
じ
め
、
刀
剣
や
武
具
な
ど
、
見
ご
た
え
の
あ
る
資
料
を
展

示
し
た
。

　

展
覧
会
構
成
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
企
画
委
員
の
一
人
が
会
議
の
場

で「
展
覧
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
す
る
か
」と
い
う
こ
と
を
提
議
し
た
。

美
術
展
で
は
、
作
品
を
見
て
「
絵
が
上
手
い
。
画
の
タ
ッ
チ
が
好
き
」
と

グ
な
ど
も
多
く
、
展
覧
会
を
作
っ
て
い
く
う
え
で
壁
も
多
い
。

　

本
展
覧
会
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
・
静
岡
県
立
美
術
館
・
彦
根
城
博
物

館
の
巡
回
展
で
あ
っ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
展
と
い
う
こ
と
で
、
ド
ラ
マ
の
主

人
公
で
あ
る
井
伊
直
虎
の
生
涯
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、井
伊
直
虎
に
関
す
る
資
料
は
、「
井
伊
直
虎
・
関
口
氏
経
連
署
状
」

（
蜂
前
神
社
所
蔵
・
浜
松
市
博
物
館
保
管
）
の
み
で
、
関
連
す
る
資
料
と

あ
わ
せ
て
も
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
展
覧
会
と
し
て
成
立
さ
せ
る

に
は
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
直
虎
を
中
心
に
幅
を
広
げ
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

第
一
章
「
動
乱
を
超
え
て
～
東
海
の
戦
国
大
名
と
井
伊
氏
～
」

　
　

第
二
章
「
遠
江
の
雄
～
井
伊
谷
の
領
主
と
し
て
～
」

　
　

第
三
章
「
徳
川
家
康
と
四
天
王
」

　
　

第
四
章
「
遠
江
か
ら
近
江
へ
～
直
政
、
彦
根
藩
創
設
へ
の
道
程
～
」

　

第
一
章
は
、
戦
国
時
代
、
井
伊
氏
の
周
辺
を
囲
ん
で
い
た
今
川
家
・
武

田
家
・
織
田
家
と
い
っ
た
有
力
な
戦
国
大
名
の
ゆ
か
り
の
作
品
を
紹
介
し

た
。
さ
ら
に
、
今
川
文
化
と
し
て
、
静
岡
ゆ
か
り
の
絵
師
が
書
い
た
絵
画

作
品
も
あ
わ
せ
て
展
示
を
し
た
。
第
二
章
で
は
、
戦
国
時
代
の
井
伊
氏
を

概
観
し
、
ド
ラ
マ
の
内
容
と
リ
ン
ク
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
続
い
て
直
虎
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い
う
感
覚
的
に
感
じ
、
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
主
で
あ
る
が
、
歴
史
展
で

は
そ
う
は
い
か
な
い
。
展
覧
会
を
見
た
来
館
者
が
、
歴
史
に
対
し
て
何
か

し
ら
考
え
、
感
じ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
本
展
覧
会
で
は
、「
一
族
存

亡
の
危
機
に
直
面
し
た
井
伊
直
虎
が
小
さ
い
力
な
が
ら
も
戦
国
の
乱
世
に

立
ち
向
か
い
、
そ
の
後
子
孫
の
力
に
よ
っ
て
家
が
大
き
く
発
展
し
た
。
直

虎
に
よ
っ
て
井
伊
氏
の
歴
史
が
続
い
た
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
に
使
わ
れ
た
「
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

未
来
が
あ
っ
た
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
凝
縮
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
歴
史

展
は
、
資
料
を
見
て
「
感
じ
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
歴
史
展
で
は
学
芸
員
が
鑑
賞
者
に
対
し
て
、
我
々
の
生
活
や

感
情
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明
示
し
発
信
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
方
法
は
パ
ネ
ル
や
演
出
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

博
物
館
の
規
模
や
立
地
は
関
係
な
い
の
で
あ
る
。

　

展
覧
会
を
終
え
、
多
く
の
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

プ
ラ
ス
の
意
見
と
し
て
は
、
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
本
多
忠
勝
の
具
足
や
刀
剣
、
屏
風
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
立
体
物
が

多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
古
文
書
で
は
、
平
面
で
は
来
館
者
を
満

足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
歴
史
展
で
は
立
体
物
を
展
示
す
る
こ

と
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
の
意
見
と
し
て
、
ド
ラ

マ
と
内
容
が
異
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
井
伊
直
虎
に
関
連
す
る

資
料
が
少
な
い
こ
と
や
、
彦
根
城
に
関
す
る
こ
と
な
ど
ド
ラ
マ
と
は
ほ
と

ん
ど
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
良
い
評
価
を
得
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
河
ド
ラ
マ
展
の
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
と
思
う
。
ド
ラ
マ
の
視
聴
者
か
ら
す
れ
ば
、
大
河
ド
ラ
マ
展
と
打
ち

出
し
て
い
る
以
上
、
展
覧
会
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
ド
ラ
マ
と
ほ
ぼ
リ
ン
ク
し

た
も
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
ド
ラ
マ
の
内
容
に
寄
り
添
い
す

ぎ
る
と
、
史
実
と
齟
齬
が
生
じ
、
展
覧
会
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
ド
ラ
マ
と
展
覧
会
は
別
で
あ
り
、
展
覧

会
は
史
実
に
忠
実
と
い
う
こ
と
は
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
来
館
者
に
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
連
動
し
た
展
覧

会
で
は
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
く
保
つ
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と

感
じ
た
。

　

ま
た
、
予
想
外
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
は
、
井
伊
氏
の
家
老

で
あ
る
小
野
但
馬
守
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
小
野
但
馬
守
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
の
文
章

中
に
登
場
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
展
覧
会
が
始
ま
る
ま
で
は
、
予
想
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
ド
ラ
マ
の
影
響
が
強
く
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
ド
ラ
マ
で
演
じ
て
い
る
役
者
の
人
気
に
よ
っ
て
、
歴
史
上
の

人
物
の
人
気
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
そ
の
後
の
歴
史
上
の
人
物
へ
の
印
象
に
も
直
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け
ら
れ
、
歴
史
系
に
含
ま
れ
る
博
物
館
の
総
数
（
総
合
・
歴
史
・
郷
土
）
は
、
全

国
で
二
六
三
六
館
、
全
体
の
約
六
二
％
に
あ
た
る
。
ま
た
、
年
間
の
入
館
者
数
（
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
数
一
三
五
六
）
で
は
、
約
五
九
四
四
万
人
、
全
体
の
約
三
五
％
と

い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。（
日
本
博
物
館
協
会
『
博
物
館
研
究
』
第
五
二
巻
第
四

号 

二
〇
一
七
）

（
2
）�

加
藤
有
次
他
編
『
新
版
博
物
館
学
講
座
３ 

現
代
博
物
館
論
‐
現
状
と
課
題
‐
』

雄
山
閣
出
版　

二
〇
〇
〇

（
3
）�

加
藤
有
次
他
編
『
新
版
博
物
館
学
講
座
４ 

博
物
館
機
能
論
』
雄
山
閣
出
版 

二
〇
〇
〇
、
山
田
磯
夫
「
展
示
形
態
と
分
類
」
青
木
豊
編
『
人
文
系 

博
物
館
展

示
論
』
雄
山
閣　

二
〇
一
三
な
ど
を
参
照

（
4
）�

美
術
展
示
と
は
、
美
的
価
値
を
有
す
る
作
品
を
展
示
し
、
観
衆
に
鑑
賞
の
機
会
を

供
す
る
展
示
方
法
の
こ
と
。（
中
略
）
美
術
展
示
は
多
種
多
様
な
資
料
に
よ
り
、

美
的
価
値
を
鑑
賞
者
が
実
際
に
「
も
の
」
を
見
て
楽
し
め
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
提

示
と
と
も
に
、
展
示
企
画
者
の
考
え
や
主
張
を
表
現
・
説
示
し
、
広
く
一
般
に
対

し
、
感
動
と
理
解
、
発
見
と
探
究
の
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。（
全

日
本
博
物
館
学
会
編
『
博
物
館
学
事
典
』
雄
山
閣　

二
〇
一
一
）

（
5
）�

歴
史
展
示
と
は
、
人
文
学
的
分
野
に
お
い
て
、
地
域
展
示
、
地
理
的
展
示
が
空
間

軸
を
展
示
原
理
と
す
る
の
に
対
し
て
、
も
の
ご
と
の
消
長
を
原
理
と
す
る
展
示
で

あ
り
、
時
間
軸
を
基
本
と
す
る
が
、
そ
の
事
象
の
空
間
的
広
が
り
も
視
野
に
入
っ

た
展
示
原
理
で
あ
る
。
歴
史
博
物
館
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
総
合
博
物
館
や
大
規

模
美
術
館
で
展
示
の
主
要
原
理
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史
そ
の

も
の
は
修
辞
的
な
も
の
で
あ
り
、モ
ノ
だ
け
で
歴
史
そ
の
も
の
を
語
る
の
は
時
代
、

分
野
、
領
域
に
よ
っ
て
は
き
わ
め
て
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
具
体
的
な

モ
ノ
の
乏
し
い
領
域
や
、
書
か
れ
た
文
書
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
よ
う
な
分
野
の

歴
史
を
展
示
に
よ
っ
て
描
こ
う
と
す
れ
ば
、
い
き
お
い
多
く
の
二
次
資
料
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
展
示
と
し
て
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
も
の
と
な
り
に

く
い
。
一
方
、
多
く
の
モ
ノ
が
あ
る
時
代
や
分
野
、
領
域
の
展
示
に
お
い
て
も
、

結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
正
し
い
史
実
を
伝
え
る
大
河

ド
ラ
マ
の
展
覧
会
を
行
う
こ
と
は
、
よ
り
責
任
が
重
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
入
館
者
数
の
動
向
と
歴
史
展
の
現
状
に
つ
い
て
分
析
を
し

た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
入
館
者
数
が
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
ど
ん
な
に

研
究
と
し
て
の
意
義
が
あ
っ
て
も
、
魅
力
あ
る
展
覧
会
で
な
け
れ
ば
来
館

者
は
来
な
い
。
ま
た
学
芸
員
の
仕
事
は
、
文
化
財
の
保
護
や
研
究
だ
け
で

な
く
、
展
示
に
よ
っ
て
世
の
中
に
正
し
い
歴
史
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
博
物
館
を
利
用
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
は
な

い
。
今
後
、
入
館
者
を
増
や
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
、

各
館
が
社
会
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
向
き
合
っ
て
展
覧
会
の
企
画
や
イ
ベ
ン

ト
を
模
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。博
物
館
の
規
模
や
立
地
に
よ
っ
て
、

様
々
な
制
約
は
あ
る
が
、
そ
の
努
力
は
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

註（1
）�

平
成
二
十
七
年
度
の
日
本
博
物
館
協
会
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
博
物
館
数
は

四
一
九
七
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
総
合
・
美
術
・
自
然
史
な
ど
一
〇
の
区
分
に
分
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提
示
し
た
モ
ノ
か
ら
ど
の
よ
う
な
情
報
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
ど
う
つ
な
げ
て
歴

史
を
読
み
取
っ
て
い
く
の
か
、
再
構
成
し
て
も
ら
う
の
か
を
う
ま
く
誘
導
で
き
な

け
れ
ば
、
単
な
る
モ
ノ
の
羅
列
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。（
前
註
（
４
））

（
6
）�

そ
の
他
に
、
大
規
模
な
歴
史
展
を
誘
致
で
き
る
博
物
館
が
少
な
い
こ
と
、
予
算
や

学
芸
員
の
技
量
の
研
鑽
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
齋
藤
慎
一
「
歴
史
展
覧
会
の

難
し
さ
」『
学
習
院
大
学
学
芸
員
課
程
』
NO, 

20　

学
習
院
大
学
学
芸
員
課
程
委
員

会　

二
〇
一
六
）

（
7
）�「
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
に
関
す
る
取
扱
要
項
」
第
二
条
一
項　

平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
七
月
十
二
日 

（
8
）�

本
稿
脱
稿
後
、
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
に
設
け
ら
れ
た
専
門
部
会
が
石
、
土
や
金

属
な
ど
頑
丈
な
材
質
で
で
き
て
い
る
も
の
は
、
公
開
期
間
を
延
長
で
き
る
よ
う
、

検
討
を
進
め
る
と
い
う
報
道
が
さ
れ
た
。
石
造
り
の
仏
像
や
刀
剣
な
ど
の
展
示
期

間
が
延
長
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
今
後
の
動
向
が
期
待
さ
れ
る
。

（
9
）�

杉
山
正
司
「
博
物
館
と
学
芸
員
に
関
す
る
認
識
と
意
識
‐
國
學
院
大
學
学
芸
員
過

程
受
講
生
に
み
る
‐
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
五
巻
八
号　

二
〇
一
四

（
10
）�

山
口
加
奈
子
「
博
物
館
に
お
け
る
〝
楽
し
み
〟
の
関
係
性
」
前
註
（
9
）

（
11
）�

前
川
公
秀
「
美
術
館
の
課
題
‐
美
術
資
料
の
芸
術
性
と
歴
史
性
」
前
註
（
9
）

（
12
）
前
註
（
11
）

（
13
）�

市
川
寛
明
「
大
河
ド
ラ
マ
と
博
物
館
展
示
」
大
石
学
・
時
代
考
証
学
会
編
『
大
河

ド
ラ
マ
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
‐
時
代
考
証
学
の
提
唱
‐
』
名
著
出
版　

二
〇
一
二


